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➍ 合併症

糖
尿
病
は
知
ら
な
い
う
ち
に

　
　
血
管
を
傷
つ
け
る

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
重
症
化
し
や
す
い
と
さ
れ
る
基
礎
疾
患
の
ひ
と
つ
に
、「
糖
尿
病
」

が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
は
、
定
期
的
な
受
診
と
服
薬
管
理
に
加
え
て
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
し
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
い
て

い
る
と
、
血
管
が
傷
つ
き
、「
合
併

症
」
と
呼
ば
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
腎
臓
の
血
管
が
傷

つ
い
て
硬
く
な
る
こ
と
で
、
老
廃

物
な
ど
の
不
要
な
も
の
を
ろ
過
す

る
機
能
が
低
下
し
、「
糖
尿
病
性

腎
症
」
を
発
症
し
ま
す
。
初
期
の

段
階
で
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
な
く
、

定
期
的
な
尿
検
査
で
初
め
て
気
づ

く
こ
と
が
多
い
病
で
す
。

　
さ
ら
に
進
行
す
る
と
、
腎
臓
が

ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
く
な
り
、
最

終
的
に
は
「
人
工
透
析
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
実
は
人
工
透
析
の

約
半
分
は
、
糖
尿
病
性
腎
症
が
原

因
で
す
。
腎
機
能
は
一
度
低
下
す

る
と
、
元
に
戻
す
こ
と
は
難
し
く

な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
早
期
に
治
療
を
始
め
、

生
活
習
慣
を
見
直
せ
ば
、
腎
機
能

の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
糖
尿
病
」を
発
症
さ
せ
な
い
よ

う
に
、「
重
症
化
」
さ
せ
な
い
よ
う

に
、「
今
」
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
す
。

❶ 好ましくない生活習慣

➋ 血液データ
　（血糖値）の変化

❸ 糖尿病

松本市国保　糖尿病・糖尿病性腎症
患者割合の推移（各年度５月診療分）

ビールにトンカツ！
しめはラーメン♪
好きな食べ物を好き
なだけ食べます♪

健康診断を受けた
けど…う～ん…
まぁいっか。

そういえば
　健診で…

暴飲暴食や不規則な食
事は、血糖値の上昇を
はじめ、肥満や脂質異
常などを招きます。

血液の中の糖分の濃度のこ
と。好ましくない食習慣等
により血糖の指標(血液デー
タ)に変化が現れます。

「血糖値」って何

「糖尿病」って何
血糖を調整してくれるホルモンが十分
に働かず、血液の中の「糖」の量が増
えてしまう病気です。糖尿病は知らず
知らずのうちに、血管を傷つけます。

糖尿病の３大合併症
・目の障害　糖尿病性網膜症
・神経の障害　糖尿病性神経障害
・腎臓の障害　糖尿病性腎症　

(％）

えっ！？

保険課の古謝主事（30代男性）

増加傾向

自
分
と
家
族
の
健
康

～
糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め
に

　
　
　
　
　
　
重
症
化
し
な
い
た
め
に
～

食
欲
の
秋
に
、
少
し
考
え
て
み
る
？
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「フレイル予防講座」

受診の呼びかけ
　特定健診（集団）を受診した方へ保健指導を実施、
必要な方へは紹介状を渡し、医療機関への受診を促
します。

　握力や歩行速度、口腔機能の測定を行い、
自分の体の状態をチェックします。

　フレイル（虚弱）とは、加齢に伴い心と体
の状態が弱くなってきた状態です。
　松本市では、地域で高齢者が集う場へ医療
専門職（理学療法士、歯科衛生士、薬剤師、
管理栄養士）が出向き、「フレイル予防講座」
を行っています。

重症化予防のために

フレイルチェック

　医療専門職が、フレイル予防のための集団
講話・実技指導、個別指導を行います。

フレイル予防健康教育・
個別指導

黒田 彩加 /
保険課　保健師

令和3年度からスタート！

　家で続けられそうな工夫や取り組みを、主治医と
薬剤師が連携して一緒に支援します。

● 薬局薬剤師による自己管理支援

　食事内容や生活習慣をもとに、一人ひとりに合わ
せた具体的な方法をアドバイスし、工夫や改善でき
るポイントを一緒に考えます。

● 保健師・管理栄養士による訪問指導

　適切な治療や予防を行うことで、要
介護の状態になることを防いだり遅ら
せることができます。
「何歳からでも」遅くはありません！

健診 ＋ 必要に応じた治療
　（体の変化に早く気づいて血管を守る）

今すぐ始めましょう！
介護予防×フレイル予防

「フレイル外来」を開設！
　医師の他、リハビリ専門職や管理栄養士など
が連携し、フレイルの早期発見と原因を明らか
にし、治療や生活指導などを行います。

令和3年度中に松本市立病院に

まずは、健診を受けること、健診を受けっぱなし
にしないことが、健康を守るカギです！

パパパ…タタタ…
カカカ…（口腔機
能の測定中）

握力測
定！

井垣優子
（歯科衛生士）

横内忍
（理学療法士）

自分と家族の
健康の

ため、私たち
と一緒に

取り組みまし
ょう！

松本市の
取り組み

健診受診者のうち、治療が必要な方
への受診勧奨結果（令和元年度）

59.3％
（271人）

40.7％
（186人）

受診未受診

松本市の
取り組み

１ 糖尿病にならないために大切なのは

２ 重症化を予防するために大切なのは
定期的な受診と服薬管理 + 生活習慣の見直し

「約 6 割」が受診に
つながりました！
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